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2026年 9月 2日 
 

75社・団体が出展、自動認識技術の専門展示会 

 
2026年 9月 9日（水）～11日（金）、東京ビッグサイト 南 3ホール 

開催時間 10:00～17:00 [３日間とも] 
 
一般社団法人日本自動認識システム協会（通称 JAISA[ジャイサ]、東京都千代田区 代表理事会長 柴谷 浩毅）
は、2026 年 9 月 9 日（水）～11 日（金）の 3 日間、東京ビッグサイト（東京国際展示場）南 3 ホールに
て、「第 28回自動認識総合展 AUTOID & COMMUNICATION EXPO 2026」を開催いたします。また、併
設で「 自動認識セミナー（B ビジネス・T テクノロジースパイス）」を開催いたします。 
本展示会は、自動認識技術に以前から求められていた「省力・効率」の分野に加えて、社会において人が

安心して生活できる「安全・安心」の分野、物流・製造等現場の「見える化」の分野での「バーコード、二次
元シンボル、RFID（Radio Frequency Identification）、画像認識、バイオメトリクス（生体認証）」など
の先端自動認識技術、及びこれらの技術を生かしたソリューション（物流、流通、生産、施設オフィス管理
支援など）や応用システムを展示するものです。 
来場者は、自動認識ベンダーのみならずコンピュータ関連業界をはじめ、アパレル、飲料、食品、出版、

流通、物流、医療、オフィス管理、施設管理さらには公共関係と広範囲にわたり、その職種も開発、企画、
営業、情報システム、設計から生産管理、購買担当の方々と多岐にわたっています。開催概要は下記の通り
です。 
 
◆展示会名：「第 28回自動認識総合展」 
◆会  期： 2026年 9月 9日（水）～11日（金） 10:00～17:00（3日間とも） 
◆会  場： 東京ビッグサイト［東京国際展示場］ 南 3ホール 
◆主  催： 一般社団法人日本自動認識システム協会 
◆後  援： 総務省／外務省／経済産業省 
◆開催規模： 75社・団体 178小間 
◆入 場 料： 無料（事前登録制） 
◆併催事業： BT Spice 自動認識セミナー 

主催者※・出展社プレゼンテーション（※JAISAセッション、自動認識システム大賞受賞企業発表） 

事例でわかる自動認識（出展企業による出展内容パネル展示） 
◆ゾーン展示： 画像認識×AIゾーン 
◆同時期開催展示会： 国際物流総合展 2026 
（相互入場を実施） 会期：2026年 9月 8日（火）～11日（金） 

東 1～3、7・8ホール、西 1〜4ホール 
内外の最新物流機器・システム・情報等のソフトとハードを一堂に結集し、交易
振興・技術の向上・情報の提供・人的交流等を促進することを目的に開催 

  ※それぞれの展示会の来場者証で、両展にご入場いただけます。 
◆展示会事務局：株式会社シー・エヌ・ティ 
 
 
 
 

報道関係者各位 プレスリリース 
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▼国内唯一の自動認識技術、ソリューションの専門展示会 
本展示会は、「バーコード・二次元シンボル、RFID、画像認識、生体認証といった IDの最先端技術」と
「ID技術を活用した、業務の効率化、省力化・コスト削減、安全・品質管理、顧客サービス向上のため
の自動認識ソリューション」の 2本柱にて構成されます。展示内容は、「参加 75社・団体によるブース
展示」と「事例でわかる自動認識（出展企業パネル展示）」、「自動認識技術の活動を紹介する JAISA
コーナー」、聴講無料の「自動認識セミナー、主催者・出展社プレゼンテーション」などとなります。 

 
 

▼来場事前登録実施中！ 
本展示会は、完全事前登録制です。 
マイページにて「来場者証」をプリントアウトの上、会場へお持ちください。 
⇒ https://portal.aimeet.jp/events/autoid-expo-2026/register 

 

 

▼出展者情報を公開！ 
来場事前登録後、出展企業一覧より、出展企業の製品情報の入手、動画視聴、製品カタログ（PDF）のダ
ウンロードが可能です。 

 

 
▼事例でわかる自動認識 出展企業パネル展示 
展示会場出入口付近に、今回出展している企業の「導入事例」、「ソリューション提案」のパネルを一堂
に展示いたします。 
パネルには、推進 DX（製造 DX、物流 DX、小売業／サプライチェーン DX、医療 DX、その他の DX）や
導入ユーザ業界（ユーザ名）、用途（在庫管理、工程間、販促支援、マーケティングなど）に加えて詳細
概要、導入効果などをご紹介いたします。 
皆様が探しているソリューションが発掘しやすくなります。 
また、今回新たにパネル展示の内容を各 5分間の集中プレゼンテーションで導入効果や成功のポイントを
紹介します。プレゼンテーショ終了後は交流会を行ない、名刺交換や意見交換ができます。 
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▼  自動認識セミナー 
本展示会に併設される「自動認識セミナー」はすべて無料とし、ユーザの視点を意識したセミナーを実施
します。 
本セミナーは３日間開催され、8セッション 15講演が用意されています。講師は各界の専門家が切り口
鋭く実例などまじえながら最新の自動認識技術を講演し、通常ではなかなか聴講できないセミナーとなっ
ております。 
今回、さらに EPC RFID FORUM（GS1 Japan主催）を自動認識総合展のセミナー会場で開催します。 

 

《9月 9日（水）》 
 

S1 【特別講演 1】AI・ロボティクスが融合する DX最前線 
「生成 AIの現在地とフィジカル AIの未来図を俯瞰的に考える」  
 （株）デンソー 研究開発センター クラウドサービス部 シニアアドバイザー 成迫 剛志 氏 

 

S2 生成 AI・音声 AIが切り拓く次世代業務改革 
「生成 AI導入の成否を分ける「データ品質」 ～AIが活用できる情報基盤づくりとドキュメント構造化の実践～」  
 大日本印刷（株） ABセンタービジネスプロセス AX事業開発ユニット事業推進部 部長 宮内 孝和 氏 
「現場を声で動かす！ 製造・物流業界の音声認識 DX実践事例！」  
 （株）アドバンスト・メディア VoXT 事業部 営業グループ シニアセールスマネージャー 小泉 立央 氏 

 

《9月 10日（木）》 
 

S3 【特別講演 2】フィジカル AIが変える産業と社会の未来 
「AIエージェント時代のデータ主権と自動認識技術」  
 共愛学園前橋国際大学 副学長、デジタル共創学部 教授、慶應義塾大学 名誉教授 國領 二郎 氏 
「Physical Senseが切り拓くフィジカル AI ―画像・3Dビジョンとロボット知能／エネルギー統合の最前線―」 
 大阪公立大学 共創推進機構 全固体電池研究所 特任教授 大野 一茂 氏 

 

S4  建設業界における自動認識の活用 
「大型で重量のある建設部材を ICT管理した活用事例」  

三井住友建設（株） 建築本部 次世代生産システム部 PCa生産グループ長 中谷 和孝 氏 
 

S5  2026 EPC RFID FORUM × 自動認識総合展 
「【開会挨拶/基調講演】ISO/IEC 18000-65の最新動向と今後の展望」  

慶應義塾大学 環境情報学部・教授 Auto-IDラボラトリジャパン・所長 三次 仁 氏 
「鉄道車両の床下機器箱における点検フタ目玉ラッチ開閉検知」 

 （株）JR西日本テクノス 車両事業部 主査 吉田 直樹 氏 
「アクティブ RFIDを利用したスマートパレットの運用」 

 ユーピーアール（株） 先端開発部 上級スペシャリスト 清水 雅史 氏 
「RFID関連の GS1標準最新動向 新しい RFIDタグへのエンコード法と、「ID」のシステムを支える情報システム標準」 

 GS1 Japan イノベーション推進部 上席 佐藤 友紀 氏 
「TDS 2.0で描く島津製作所と TOPPANの RFID戦略」 

 （株）島津製作所 製造本部 生産統括部 分析計測工場 自動化システム課 自働化グループ 山下 祐嗣 氏 

       TOPPAN（株） 情報ソリューション BU IoTソリューション事業部 事業営業本部 技術営業二部 中山 裕康 氏 
 

《9月 11日（金）》 
 

S6  AI活用を成功に導くデータ戦略 
「AI画像処理は普及期へ。自動認識を変える HALCONソリューション」 
 （株）リンクス 画像ソフト事業部 事業責任者 島 輝行 氏 
「【現場 DX】安全と生産性を両立する最新のモバイル管理術」 

SOTI Japan（株） セールス・セールスエンジニア 山道 幹大 氏 
       ペネトレイト・オブ・リミット（株） （P.O.L.） 海外プロダクト営業部・マネージャー 横田 拓也 氏 

 

S7 物流・流通 DXの最新動向と実証事例 
「【パネルディスカッション】日用品サプライチェーンにおけるオリコンの標準化・レンタル化に向けた取り組み」 
 （公財）流通経済研究所 上席研究員 サプライチェーン部門 副部門長 久保田 倫生 氏 

       （株）あらた ロジスティクス本部 物流企画部 奥村 竜太郎 氏 
       花王（株） ロジスティクス部門 統括部⾧ 山下 太 氏 

       （株）PALTAC 専務執行役員 研究開発本部長 三木田 雅和 氏 
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S8 事例でわかる自動認識ショートプレゼンテーション 
製造 DX 
「遠隔サポートと“作らない”動画マニュアルで新人を即戦力に！」 
       （株）ガゾウ 
「電源も配線も SIMもない"あきらめ現場"を、画像認識できるソリューション - SHI-Cam-AH」 
       （株）SHIMOHA 
「AI×スマートグラスソリューション」 
       （株）ムクイル 
「受発注から入出庫・棚卸までを 1台で効率化！スキャナー付きスマホ型端末×高性能在庫管理ソフト」 
       （株）ビジコム 
「AIとロボットによる自動認識革命！【透明体や反射するワークに対応】」 
       （株）トラスト・テクノロジー 
「品質保証に貢献するインライン 2次元シンボル検証」 
       アルマーク（株） 
物流 DX 
「電波空間ソリューション「DENBOW」」 
       積水樹脂（株） 
「その専用機、本当に必要ですか？ ~スキャンも、連絡も、業務アプリも、高耐久スマホ 1台で~」 
       京セラ（株） 
「RFIDゲートアンテナ」 
       マスプロ電工（株） 
「透明電波制御技術による RFIDエリア構築と透明タグの新提案」 
       パナソニック インダストリー（株） 
「カスタムメイドのソフトウェア開発」 
      （株）イー・ビー・エル 
「増え続けた個別開発に終止符 — HTメーカーに依存しない共通開発基盤で物流 DXを推進 —」 
       アクセンチュア（株） 
その他の DX 
「エンベッデッドビジョンによる自動認識ソリューション」 
       Vision Components GmbH 
「現場に合わせて進化する SIエージェント」 
       （株）PFU 
「手軽さだけじゃない！ 定置式や BLEビーコンにも対応したMANICA MOBILE NEXTの世界」 
       （株）ハヤト・インフォメーション 
    交流会・名刺交換会 

 

※講師・演題は予告なく変更になる場合があります。 

 
▼主催者・出展社プレゼンテーション ※聴講無料 
【JAISAセッション】 
自動認識の市場調査報告や基礎知識講演（チュートリアルセッション）、事業成果発表などを行います。 

 
9月 9日（水） 

2025年市場調査報告と自動認識技術の最新動向 
9月 11日（金） 
チュートリアルセッション 1｢RFID編」 
チュートリアルセッション 2｢生体認証編」 
チュートリアルセッション 3｢バーコード・二次元シンボル編」 
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【自動認識システム大賞 表彰式＆講演会】 
JAISAが毎年表彰している「自動認識システム大賞」の今年度受賞システムの表彰式と発表を行います。 

 
9月 10日（水） 
受賞企業表彰式  

受賞企業講演会  

（株）NTT ロジスコ 
画像認識×AGV によるレンタル返却機器の自動仕分けシステム 

優秀賞 

（株）デンソーウェーブ 
2D LiDARを活用した踏切障害物検知装置 

優秀賞 

TOPPAN（株）／東邦薬品（株） 
RFID搭載温度ロガーを活用した医薬品保管庫向け温度管理ソリューション 

大 賞 

 
（株）LIFE／（株）ロッキー／（株）ソリマチ技研／RFiD plus One 
国内初 RFID全面導入スマートスーパーマーケット 
― 食品スーパーの全業務工程を RFIDで統合し、効率化・食品ロス削減・社会包摂を
同時に実現 ― 

産経新聞社賞 

 

 

【出展社プレゼンテーション】 
今回も出展企業が展示会場内で自社の製品・ソリューションをプレゼンする「出展社プレゼンテーショ
ン」を行います。発表企業は以下の通りです。 

 
9月 11日（木） 

カメレオンコード×マルチモーダル AIで進化する現場 DX （株）インフォファーム 

9月 12日（金） 

"位置情報×製造現場の稼働管理"で人手不足を解決 
オカベマーキングシステム（株） 
／マルティスープ（株） 

カメレオンコード×マルチモーダル AIで進化する現場 DX （株）インフォファーム 

エイリアンテクノロジーHiggs9、Higgs10製品紹介 （株）RFIDアライアンス 

QRコードを重層した高機能 2次元シンボルである QRツインを紹介する （株）テララコード研究所 

 
▼ゾーン展示 
【画像認識×AIゾーン】 
近年、さまざまな分野で AIが積極的に導入され始めています。自動認識においても AIを活用した「画
像認識」に熱い注目が集まっています。文字を認識し翻訳したり、外観検査で部品の不良品対策を行った
り、医用画像診断や顔認証システム、無人レジや自動運転など、AIによる画像認識は、近年飛躍的に性
能が向上したことで、さまざまな分野での活用が進んでおり、今後その可能性はさらに広がっていくもの
と考えられます。 
進化する画像認識の分野で、画像認識機器・技術に AIソリューションを加えて集中展示します。 
また、ゾーン設置に合わせて関連するセミナーも開催します。出展企業は以下の通りです。 

 
Alpha Vision Japan（株）／オカベマーキングシステム（株）／（株）グレープシステム／（株）SHIMOHA／ 

（株）とめ研究所／（株）トラスト・テクノロジー／（一社）日本インダストリアルイメージング協会／ 

MINDIO Japan（株）／（株）ムクイル／矢崎総業（株）／（株）理経／エムアンドエムソリューションズ（株）／ 

（株）LensLink 
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尚、このほかにも公式サイト上で展示会のご案内をしておりますのでご参照ください。 
https://www.autoid-expo.com 
●公式サイトの「プレスの方へ」では、以下データがダウンロード可能です。 

1. 「第 28回自動認識総合展」ロゴデータ 
2. 「自動認識セミナー BT Spice」のロゴデータ 
3. 「キャッチコピー」 
4. 「ポスターデータ」 
5. 「2025年度の会場風景などの写真」 

 
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ＜お問い合わせ先＞- - - - - - - -- - - - - - -- - - - - - - 

展示会事務局 
（株）シー・エヌ・ティ    担当＝田中 

Tel.03-5297-8855 Fax.03-5294-0909 info@autoid-expo.com 
〒101-0041東京都千代田区神田須田町 1-24-3-4F 


